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　地域資源であるイノシシのお肉を使った肉
まんです。（８ページに関連記事）

●商工会法施行50周年記念式典・
　商工会全国大会を開催……………………………⑵
●むらおこし特産品コンテストに
　島根県特産品が入賞………………………………⑵
●しまね地域資源産業活性化基金
　第7回審査会で助成金交付事業11事業を採択 …⑶
●消費者モニター調査を実施………………………⑷
●「女性のための創業塾」開催……………………⑸
●創業人材育成事業 ２０１０経営革新塾 ………⑹
●県女連「経営セミナー」を開催…………………⑺
●表紙の説明（いのっち） …………………………⑻
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平
成
22
年
度
む
ら
お
こ
し
特
産

品
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
会
が
、
10
月

22
日
に
東
京
都
内
会
場
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
よ
り
食
品
部
門
に
61
品
目
、

非
食
品
部
門
に
27
品
目
の
応
募
が

あ
り
、
そ
の
中
か
ら
全
国
連
商
工

会
連
合
会
会
長
賞
の
食
品
部
門

に
、
株
式
会
社
吉
田
ふ
る
さ
と
村

の「
青
と
う
が
ら
し
＆
ニ
ン
ニ
ク
」
が
、

同
じ
く
会
長
賞
の
非
食
品
部
門
に

合
同
会
社
玉
造
温
泉
ま
ち
づ
く
り

街
デ
コ
の
「
姫
ラ
ボ
石
鹸
」
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
出
品
商
品

紹
介
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
、
全
国
商

工
会
連
合
会
実
施
の
展
示
商
談
会

に
て
、
受
賞
賞
品
の
展
示
な
ど
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

天皇陛下のお言葉

大会決議（意見表明）
Ⅰ．景気対策の実行、中小・小規模企業対策の拡充

政治主導の継続的景気対策の実行など13項目

Ⅱ．生活の場としての地方の活力の再生
大型店の出退店に係る新たなルール導入など２項目

Ⅲ．巡回訪問の強化等による会員満足度の向上
巡回訪問の一層の推進・強化など６項目

Ⅳ．商工会～次なる50年に向けて

姫ラボ石鹸 青とうがらし＆ニンニク

お問い合わせ先：

合同会社 玉造温泉まちづくり街デコ
松江市玉湯町玉造46-4
電話：0852-62-1556

お問い合わせ先：

株式会社 吉田ふるさと村
雲南市吉田町吉田1047-2
電話：0854-74-0500

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
賞 

非
食
品
部
門

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
賞 

食
品
部
門

50
周
年
記
念
式
典

　

記
念
式
典
は
午
後
２
時
開
会
し

た
。
は
じ
め
に
全
国
商
工
会
連
合
会

石
澤
会
長
が
「
激
動
の
50
年
で
あ
っ

た
。
こ
の
節
目
を
機
に
中
小
企
業
の

振
興
の
た
め
努
力
す
る
こ
と
を
誓

う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
天
皇
陛
下
か
ら
「
地
域
商

工
業
の
発
展
に
多
大
な
尽
力
を
さ
れ

た
商
工
会
に
対
し
、
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
発
展

を
願
い
ま
す
」
と
の
お
言
葉
が
あ
っ

た
。

　

次
に
内
閣
総
理
大
臣
、
経
済
産
業

大
臣
か
ら
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
あ

と
、
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、
全
国
か

ら
多
数
の
受
賞
者
が
あ
り
代
表
が
受

賞
し
た
。

商
工
会
全
国
大
会

　

引
き
続
き
全
国
大
会
は
午
後
３
時

に
開
会
、
各
政
党
代
表
や
多
数
の
来

賓
の
出
席
の
も
と
、
大
会
会
長
・
経

済
産
業
省
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
宮
本

全
青
連
会
長
に
よ
る
意
見
表
明
・
末

武
全
女
連
会
長
に
よ
る
大
会
決
議
案

が
力
強
く
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
た
。

県
選
出
議
員
に

大
会
決
議
を
陳
情

　

全
国
大
会
終
了
後
、
石
飛
会
長
は

じ
め
関
係
役
員
で
、
島
根
県
選
出
国

会
議
員
５
名
を
訪
問
し
、
大
会
決
議

さ
れ
た
陳
情
書
に
よ
り
陳
情
を
行
っ

た
。

　

な
お
、
島
根
県
関
係
の
表
彰
は
次

の
通
り
で
す
。

︻
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
︼　

　

○
優
良
商
工
会

　
　

銀
の
道
商
工
会

　

○
優
良
女
性
部　

　
　

銀
の
道
商
工
会
女
性
部

　

○
青
年
部
功
労
者

　

岩
成
裕
治

　

（
ま
つ
え
南
商
工
会
青
年
部
）

︻
全
国
連
会
長
表
彰
︼

　

○
役
員
功
労
者　
　
　
　
　

29
名

　

○
青
年
部
功
労
者　
　
　

  

２
名

　

○
女
性
部
功
労
者　
　
　

  

２
名

　

○
優
良
常
勤
役
職
員　
　

  

４
名

　

○
事
業
推
進
優
良
商
工
会
等

　

商
工
貯
蓄
共
済（
新
規
加
入
口
数
）

　
　
　
　
　
　
　
　

出
雲
商
工
会

︻
福
祉
共
済
役
職
員
功
労
者
︼
２
名

︻
貯
蓄
共
済
役
職
員
功
労
者
︼
４
名

　

今
年
度
﹁
商
工
会
法
﹂
が
施
行
さ
れ
て
50
周
年
に
当
た
る
の
を
記

念
し
、
記
念
式
典
な
ら
び
に
全
国
大
会
が
、
11
月
26
日
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、
全
国
か
ら
１
万
人
を
超
え
る
会
員
が
日

本
武
道
館
に
集
結
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

本
県
か
ら
は
各
商
工
会
か
ら
役
職
員
、
青
年
部
員
、
女
性
部
員
を

合
わ
せ
て
約
１
１
０
名
が
参
加
し
た
。

商
工
会
法
施
行
50
周
年
記
念
式
典
・

商
工
会
全
国
大
会
の
開
催

平
成
22
年
度

む
ら
お
こ
し
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト

島
根
県
特
産
品
が
２
商
品
入
賞
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申請事業者によるプレゼンテーションの様子

平成23年度　しまね地域資源産業活性化基金助成事業

　去る11月９日㈫、「しまね地域資源産業活性化基金」
の第７回助成事業審査会がサンラポーむらくも（松江
市殿町）で開催されました。
　当日は、11社の事業担当者が申請事業のプレゼン
テーションを行い、厳正なる審査の結果、11事業全
てが採択されました。
　今後、当会は支援機関と連携しながら事業化への取
り組みを支援していくことにしています。
　なお、次回の公募は平成23年４月を予定しており
ますので、最寄りの商工会へお気軽にご相談ください。

㈱彩雲堂（松江市）

【テーマ】オーダーメイド和菓子の商品

開発による大都市圏での市場

可能性調査事業

【支援機関】松江商工会議所

原田産業㈲（松江市）

【テーマ】茶葉を活用した「癒しのお茶」

の製造及び販路拡大事業

【支援機関】（財）しまね産業振興財団

出雲市

西ノ島町
隠岐の島町

雲南市 安来市

松江市
東出雲町

海士町

知夫村

斐川町

㈲マルニシ物産（出雲市）

【テーマ】松江城を活用したプラモデ

ルの企画・製造及び販路開拓事業

【支援機関】平田商工会議所

㈱出雲国大社食品（出雲市）

【テーマ】スチームオーブン利用技術

によるノンフライ水産練製品の製造

及び販路開拓事業

【支援機関】(財)しまね産業振興財団
㈱ミライエ（松江市）

【テーマ】低コスト堆肥化装置の新分野

千舎の木（津和野町）

【テーマ】津和野栗を活用した和洋

菓子と業務用栗あんの開

発及び販路開拓事業

【支援機関】津和野町商工会

益田市

津和野町

浜田市
邑南町

美郷町

吉賀町

飯南町

大田市

江津市
川本町

奥出雲町

㈱ペンタグラム・ジャパン（美郷町）

【テーマ】イノシシの未利用部位を活

用した調味料、サプリメント

の開発・製造事業

【支援機関】美郷町商工会

における販路拡大事業

【支援機関】（財）しまね産業振興財団

㈱ウッドスタイル（松江市）

【テーマ】竹資源を有効利活用した商

品開発及び販路拡大事業

【支援機関】（財）しまね産業振興財団

㈲一福（飯南町）

【テーマ】地域資源ヤマトイモと飯南町産

在来そばを活用したいずも生蕎

麦の製造及び販路開拓事業

【支援機関】飯南町商工会
㈲岡富商店（大田市）

【テーマ】甘鯛の一夜干しの高級ス

モーク商品開発事業

【支援機関】中小企業団体中央会

しまね有機ファーム㈱（江津市）

【テーマ】桑葉を活用した石鹸の開

発・販売事業

【支援機関】桜江町商工会

しまね地域資源産業活性化基金
第７回採択事業

第７回審査会で

助成金交付事業
11事業を採択
助成金交付事業
11事業を採択

しまね地域資源産業活性化基金

対象者 県内に事業所を有する中小企業者、
NPOや農事組合法人等または創業者。

対象事業

農林水産品、鉱工業品、加工技術及び観光資源といった、
地域資源を活用した新商品・新サービスの研究開発、
販路開拓の初期段階の事業。
※付加価値を向上するための実現可能な具体的事業計画を有することを要します。

対象経費
・新商品、新サービスの研究開発のための経費
・新商品、新サービスの販路開拓のための経費
※ただし助成事業対象者の役職員に係る人件費など対象外の経費があります。

助 成 率 2/3以内※
※通常は１／２以内、特例として平成21年度から３年
間の採択事業に適用。

助 成 額 50万円～500万円
助成期間 2年以内
公 募 年2回（春・秋）
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消
費
者
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
実
施

石
見
地
域
特
産
品

　

商
工
会
連
合
会
石
見
支
所
で
は
、

石
見
地
域
で
開
発
さ
れ
た
特
産
品
の

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
９
月
と
10

月
の
４
日
間
、
広
島
市
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

ホ
ー
ル
を
会
場
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
商
品
は
、
石
見
地
域
の
農
水

産
品
を
原
材
料
と
し
た
ジ
ャ
ム
や
魚

肉
練
製
品
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
調
味

素
材
な
ど
で
す
。
石
見
地
域
の
商
工

会
員
の
方
が
試
行
錯
誤
の
上
開
発
し

た
商
品
で
す
。

　

活
用
し
た
事
業
は
し
ま
ね
ブ
ラ
ン

ド
推
進
課
が
運
営
し
て
い
る
「
し

ま
ね
商
品
づ
く
り
応
援
モ
ニ
タ
ー

『
ゴ
ッ
ク
ン
、
し
ま
ね
応
援
隊
』
」
と

い
う
事
業
で
、
延
べ
１
６
０
名
の
広

島
在
住
の
女
性
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に

８
品
目
の
特
産
品
の
評
価
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
会
場
で
は

試
食
等
の
準
備
が
出
来
な
い
調
味
料

系
の
４
品
目
に
つ
い
て
は
、
各
モ
ニ

タ
ー
の
方
々
の
ご
自
宅
に
送
付
し
調

理
・
試
食
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
返
送

し
て
頂
く
形
式
の
「
ホ
ー
ム
ユ
ー
ス

テ
ス
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
項
目
は
、
商
品
ラ
ベ
ル
や
容

器
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
外
観
評
価
、
食
感
や
味
付
け
な
ど

の
食
味
評
価
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
セ
ン

ス
や
商
品
表
示
情
報
の
適
切
さ
の
評

価
の
ほ
か
、
最
も
多
く
の
消
費
者
に

受
容
さ
れ
る
価
格
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
の
許
容
価
格
帯
調
査
（
Ｐ
Ｓ
Ｍ

分
析
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
開
始
前
に
は
事
業
者
の
方
々

が
商
品
の
特
徴
な
ど
の
商
品
紹
介
を

行
い
、
１
品
目
に
１
時
間
を
か
け
て

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
の

方
々
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
前

に
試
食
し
た
り
、
商
品
を
眺
め
た
り

し
て
熱
心
に
商
品
評
価
に
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
票
記
入
後
は
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
フ

リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
有

意
義
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

詳
細
な
結
果
に
つ
い
て
は
現
在
品

目
ご
と
に
集
計
中
で
す
が
全
体
的
に

は
次
の
よ
う
な
傾
向
が
伺
え
ま
し
た
。

　

商
品
自
体
の
味
や
食
感
、
香
り
な

ど
の
食
味
評
価
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
の
商
品
が
好
評
価
で
し
た
。
特
に

安
全
性
や
原
材
料
の
特
徴
を
前
面
に

出
し
た
商
品
に
つ
い
て
は
好
印
象
で

し
た
。

　

逆
に
評
価
が
あ
ま
り
高
く
な
か
っ

た
項
目
は
、
商
品
ラ
ベ
ル
等
の
外
観

評
価
で
し
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
最
初

に
消
費
者
が
目
に
す
る
部
分
で
あ

り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
部
分
で
商
品
特
性

や
コ
ン
セ
プ
ト
を
ひ
と
め
で
ア
ピ
ー

ル
で
き
な
い
と
多
く
の
商
品
が
あ
る

な
か
で
商
品
を
手
に
取
っ
て
も
ら
え

ま
せ
ん
。
支
所
で
は
今
回
の
モ
ニ

タ
ー
調
査
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し

て
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
の
意
見
を
参
考

に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
改
良
支

援
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。




夢

を
実
現
し
よ
う
！

「
女
性
の
た
め
の
創
業
塾
」を
開
催

　
財
団
法
人
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、
「
女
性
の
た
め
の
創

業
塾
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
９
月
25
日
～
10
月
10
日
の
土
・
日
の
６
日

間
は
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
、
10
月
16
日
は
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
、
希

望
者
に
よ
る
個
別
相
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
県
内
各
地
よ
り
40
名
が
参

加
し
、
創
業
に
向
け
て
の
心
構
え
や
流
れ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎

知
識
、
経
理
・
財
務
、
事
業
計
画
書
の
作
成
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
講
師
は
、
中
小
企
業
診
断
士
の
布

野
眞
由
美
さ
ん
に
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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１
日
目
は
、
開
校
式
の
後
、
最
初

に
、
創
業
者
の
体
験
談
と
し
て
、
創

業
塾
の
平
成
20
年
度
の
卒
業
生
で
、

松
江
市
八
雲
台
で
「
須
田
商
店
」
を

経
営
さ
れ
て
い
る
森
則
子
さ
ん
よ
り

「
創
業
の
心
構
え
」
と
題
し
て
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
っ
て
、
経
営
さ
れ
て
い

る
お
店
の
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を

見
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
創
業
の

心
構
え
に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
１
人
３
分
の
持
ち
時
間
で

自
己
紹
介
を
行
い
、
創
業
塾
に
参
加

し
た
き
っ
か
け
、
創
業
の
夢
等
に
つ

い
て
語
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、
創

業
の
流
れ
に
つ
い
て
布
野
講
師
よ
り

講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
カ
フ
ェ
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
、
９
班
に
別
れ
店

名
や
役
割
分
担
を
決
め
実
施
。
和
気

あ
い
あ
い
と
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
深
め
な
が

ら
経
営
の
疑
似
体
験
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
後
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
に
つ
い
て

学
び
、
自
分
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
経
理
・
財
務
の
基
本

知
識
を
学
び
、
２
日
目
と
同
じ
班
を

作
り
演
習
問
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

演
習
問
題
で
は
、
経
理
未
経
験
の

受
講
生
の
方
に
は
難
し
か
っ
た
よ
う

で
、
頭
を
捻
っ
て
考
え
て
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
20
年
度
の
創
業
塾

卒
業
生
で
、
安
来
市
飯
生
町
に
て

「C
a
fe

ド
ー
フ
ィ
ン
」
を
開
店
さ
れ

た
渡
部
登
志
美
さ
ん
と
、
同
じ
く
平

成
20
年
度
卒
業
生
で
、
松
江
市
末
次

本
町
に
て
ア
ク
セ
サ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ

「p
etit p

a
s*

（
プ
テ
ィ
パ
）」
を
開

店
さ
れ
た
坂
本
彩
さ
ん
を
招
き
、
布

野
講
師
を
交
え
体
験
談
を
ト
ー
ク
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
義
終
了
後
、
交
流
会
を
開
催
、

布
野
講
師
や
講
演
を
し
て
い
た
だ
い

た
卒
業
生
な
ど
総
勢
40
名
が
参
加
し

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

４
日
目
・
５
日
目
は
、
事
業
計
画

策
定
に
つ
い
て
の
講
義
を
う
け
た

後
、
創
業
予
定
の
飲
食
業
・
小
売
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
の
班
に
別
れ
、
計
画
書

の
作
成
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
講
者
同
士
で
情
報
交
換
を
し
な

が
ら
、
参
考
資
料
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
の
情
報
収
集
し
、
取
り
組
み

ま
し
た
。
ま
た
、
布
野
講
師
が
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
を
回
り
、
フ
ォ
ロ
ー

と
個
別
の
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

で
、
時
間
を
超
え
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
さ
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。

ま
た
、
発
表
者
へ
布
野
講
師
や
他
の

受
講
生
が
コ
メ
ン
ト
を
書
き
、
エ
ー

ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　

発
表
終
了
後
、
布
野
講
師
か
ら
講

評
を
頂
き
、
高
橋
事
務
局
長
よ
り
修

了
証
（
30
名
）
の
授
与
と
閉
会
の
挨

拶
を
頂
き
、
全
日
程
を
終
了
し
ま
し

た
。

　

６
日
目
は
、
出
席
さ
れ
た
36
名
の

方
全
員
に
創
業
計
画
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
１
人
５
分
ま
た
は
、
10
分
の
持

ち
時
間
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
が
、

創
業
へ
の
熱
い
思
い
を
持
ち
時
間
で

発
表
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
よ
う

　

そ
の
後
、
10
月
16
日
に
事
業
計
画

を
よ
り
具
体
化
す
る
た
め
に
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
個
別
相
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
指
導
に
は
、
引
き
続
き
布

野
講
師
に
お
願
い
し
、
９
名
の
相
談

指
導
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
、
創
業

に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
個
別
相
談
会
を
終

了
し
ま
し
た
。



創
業
人
材
育
成
事
業

『
2
0
1
0
経
営
革
新
塾
』

浜
田
市
「
い
わ
み
ぷ
ら
っ
と
」
で
開
催
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島
根
県
商
工
会
連
合
会
と
島
根
県

商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
主
催
に
よ

る
平
成
22
年
度
創
業
人
材
育
成
事

業
・
経
営
革
新
塾
を
、
浜
田
市
の
石

見
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
﹁
い
わ
み
ぷ

ら
っ
と
﹂
会
議
室
に
お
い
て
、
10
月

13
日
か
ら
11
月
10
日
の
１
个
月
間
に

全
７
回
の
コ
ー
ス
で
開
催
し
、
31
名

の
受
講
生
が
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
は
昨
年
に
引
き
続
き
伊
豆
田

功
氏
、
久
保
田
浩
二
氏
（
株
式
会
社

ア
イ
ム
サ
プ
ラ
イ
）
、
金
原
光
弘
氏

（
有
限
会
社
グ
レ
フ
コ
ン
サ
ル
）
岡

本
泰
之
氏
（
岡
本
診
断
士
事
務
所
）、

の
４
名
を
招
き
、
今
年
度
は
「
真
似

る
が
初
手
！
事
例
を
活
か
し
た
自
社

の
経
営
革
新
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
致

し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
「
事
例
企
業
の
成
長

要
因
分
析
」
と
題
し
て
、
事
例
企
業

が
提
供
し
て
い
る
価
値
は
何
か
、
継

承
す
る
べ
き
価
値
は
何
か
、
不
況
の

中
で
も
な
ぜ
市
場
や
顧
客
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
の
か
な
ど
、
企
業
を

支
え
て
い
る
基
礎
や
理
念
と
ビ
ジ
ョ

ン
を
自
己
の
内
省
と
ご
縁
を
振
り
返

り
な
が
ら
探
る
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。

　

２
日
目
は
、
事
例
と
な
っ
た
企
業

と
自
社
の
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
を
し
、
成

功
要
因
の
抽
出
や
経
営
者
の
思
い
や

方
向
性
を
確
認
し
、
経
営
戦
略
に
落

と
し
込
む
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
経
営
者
の
優
れ
た
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

経
営
革
新
を
実
現
し
、
成
功
し
た
モ

デ
ル
企
業
の
事
例
を
も
と
に
、
「
計

画
」
「
行
動
」
「
検
証
」
「
反
映
」
の

実
践
と
、
想
い
を
行
動
に
変
え
る
た

め
の
目
的
と
手
段
を
学
び
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
、「
財
務
の
視
点
か
ら

見
た
経
営
判
断
」
と
題
し
て
、
財
務

計
画
の
作
り
方
や
数
値
分
析
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
５
日
目
は
、
事
例

企
業
と
自
社
を
比
較
し
た
現
状
分
析

か
ら
、
自
社
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
の
構
築
や
顧
客
価
値
を
創
造
す
る

た
め
の
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
日
目
は
、「
中
期
事
業
計
画
の
策

定
」
と
題
し
、
事
業
継
承
に
む
け
た

変
革
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
作
成
し

ま
し
た
。
ま
た
、
金
原
氏
と
岡
本
氏

に
よ
る
経
営
相
談
も
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
終
日
は
、
３
班
に
分
か
れ
て
こ

れ
ま
で
の
研
修
成
果
を
踏
ま
え
て
、

参
加
者
全
員
が
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
各
班
、
発
表

に
対
す
る
建
設
的
な
意
見
や
質
問
を

行
う
な
ど
、
大
変
有
意
義
な
最
終
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
建
設
業
、製
造
業
、サ
ー

ビ
ス
業
、
小
売
業
な
ど
の
業
種
に
加

え
、
社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士

な
ど
様
々
な
業
界
の
方
が
集
ま
り
異

業
種
交
流
が
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
も

本
講
座
の
よ
う
な
企
画
が
ま
す
ま
す

大
切
に
な
っ
て
く
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

受
講
者
の
中
に
は
、
片
道
２
時
間

以
上
か
か
る
地
域
か
ら
の
参
加
も
あ

り
、
そ
の
熱
心
な
受
講
態
度
に
講
師

の
先
生
も
非
常
に
感
激
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

最
後
は
、
講
師
を
交
え
交
流
会
を

開
催
し
、
本
塾
を
終
了
し
ま
し
た
。



　

県
女
性
連
で
は
、
女
性
経
営
者
・

経
営
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
資

質
向
上
を
目
的
に
、
平
成
16
年
度

か
ら
継
続
事
業
と
し
て
「
経
営
セ
ミ

ナ
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
10
月
６
日
か
ら
８
日
に

か
け
て
、
隠
岐
会
場
・
出
雲
会
場
・

石
見
会
場
の
３
会
場
で
開
催
し
、
女

性
部
員
約
１
０
０
名
が
受
講
さ
れ
た
。

と
し
て
栄
華
を
極
め
て
い
た
が
、
バ

ブ
ル
の
崩
壊
で
会
社
は
多
額
の
負
債

を
抱
え
倒
産
の
憂
き
目
に
あ
い
、
更

に
体
調
不
良
も
重
な
り
最
悪
の
経
験

を
し
て
こ
ら
れ
、
そ
の
後
は
自
分
の

価
値
観
や
考
え
方
を
転
換
し
、
事
業

規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
も
再
生
を
図

り
現
在
に
至
っ
て
お
ら
れ
る
。
自
分

の
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
人
生
経
験
や

キ
ャ
リ
ア
の
中
か
ら
、
女
性
経
営
者

に
対
し
て
熱
い
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
、

老
い
て
も
華
や
か
に
生
き
る
方
法
に

つ
い
て
分
か
り
易
く
説
明
さ
れ
た
。

受
講
生
か
ら
は
女
性
や
人
間
と
し
て

の
生
き
方
と
し
て
、
非
常
に
参
考
に

な
っ
た
と
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

講
師
に
は
、
株
式
会
社
ミ
デ
ィ

ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
の
大
木
ミ
ヤ
子

さ
ん
を
迎
え
、
「
女
性
経
営
者
と
し

て
の
生
き
方
～
華
や
か
に
、
た
く
ま

し
く
、
は
ん
な
り
と
、
し
な
や
か
に
～
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

か
つ
て
は
ア
パ
レ
ル
系
の
経
営
者
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（注）生活衛生セーフティネット貸付（運転資金のみ）のご融資額は 5,700 万円以内です。 

ご利用いただける方 ご融資額（注） ご返済期間 利率（年利） 

社会的、経済的環境の変化などにより、

一時的に業況が悪化している方等 
４，８００万円以内 

運転資金 ８年以内 １．６５％～２．２５％ 

設備資金 １５年以内 ２．１５％～２．８５％ 

日���金融��は��の���業のみなさまを��的に��します� 

セセーーフフテティィネネッットト貸貸付付ののごご案案内内

※ 利率は平成２２年１１月１１日現在のものです。 
※ お使いみち、返済期間、担保・保証人の有無によって異なる利率が適用されます。 
※ 利率は金融情勢によって変動いたしますので、お借入金利（固定）は、記載されている利率とは異なる場合がございます。 

■設備資金については、ご融資日から２年間、融資制度に定める利率から年０．５％引下げとなります。

新たに事業を始める方へ 
 

 

ＩＴ設備の導入により業務の高度化
をお考えの方へ 

 
お子さまが入学・在学される方へ 
 

���� ����事業 Ｔ�� ０８５２�２��２６５１ 

���� ����事業 Ｔ�� ０８５５�２２�２８�５ 

他にも様々な融資制度があります。 

商
工
会
女
性
部
　
経
営
セ
ミ
ナ
ー

平
成
22
年
度
　
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業



米のトレーサビリティ制度がスタートします
米・米加工品・米飯類を取扱っている飲食店、卸・小売業者、
加工・製造業者、生産者の方が対象となります。

米・米加工品・米飯類の取引等を行った
場合には、取引の記録等の作成と保存
が義務付けられます。

平成２２年１０月１日の取引から適用

米・米加工品・米飯類の事業者間取引
や消費者への販売・提供する場合には、
産地情報の伝達が義務付けられます。

平成２３年７月１日以降の生産者出荷分から適用

★記録するもの：
　① 名称（品名）
　② 産地（国産、○○県産、中国産など）
　③ 数量（通常使用している単位で可）
　④ 搬出入をした年月日
　⑤ 搬出入をした場所
　⑥ 取引先の氏名又は名称
★記録の保存期間：
　　原則は３年間。但し、米飯類等消費期限が付
　されているものは３ヶ月間。

★事業者間取引の場合：
　　商品の包装又は容器に産地を記載する、又は
　取引時の伝票等へ産地を記載して下さい。
★一般消費者への販売・提供の場合：
　① 商品の包装又は容器へ産地情報を記載
　② メニューに産地情報を記載
　③ 店内で消費者の目のつきやすい場所に産地
　　 情報を掲示
　などの方法により消費者へ産地の情報を伝達す
る必要があります。

お問合せ先：島根農政事務所 食糧部 消費流通課　℡(0852)24-7311(代) 米トレーサビリティ法 検 索詳しくは

表
紙
の
説
明 

い
の
っ
ち

　

い
の
っ
ち
は
、
飯
南
町
の
グ
ラ
ン

デ
ィ
ア
赤
名
峠
さ
ん
で
製
造
販
売
さ

れ
て
い
る
、
イ
ノ
シ
シ
肉
を
使
っ
た

肉
ま
ん
で
す
。

　

グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
赤
名
峠
さ
ん
で

は
、
年
間
１
０
０
頭
の
イ
ノ
シ
シ
を

解
体
し
、
そ
の
肉
を
使
っ
た
肉
ま
ん

や
カ
レ
ー
、
飯
南
町
で
作
ら
れ
た
味

噌
を
使
っ
た
味
噌
漬
け
、
コ
ロ
ッ
ケ

や
燻
製
肉
を
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

是
非
、イ
ノ
シ
シ
肉
の
肉
ま
ん
を
、

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
せ
は

　
　

グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
赤
名
峠

　
　
（
０
８
５
４
・
７
６
・
２
９
８
８
）
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